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［要約］北東北でも少積雪量で牧柵と道路が利用できれば、採草地で長期の冬季放牧が可能

であり、日本短角種牛の滞在場所はサイレージの給与場所で管理できる。オーチャードグ

ラスとイタリアンライグラスの優占採草地で放牧すると翌年の採草収量は減少する。 
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［背景・ねらい］ 

日本短角種肥育農家は、年１回の秋に肥育素牛を導入し、出荷を周年で徐々に行う。し

たがって、導入直後の秋には牛舎が満員で、導入直前には空きが多いが増頭は困難である。

導入から数ヶ月でも牛を放牧できれば、増頭が比較的低コストで行える。しかし、北東北

の放牧地は多くが山間地にあり、冬季には積雪で草地、牧柵、道路が利用できない。それ

に対し、採草地は比較的標高が低く積雪量や期間が短く、人里に近い場所にもある。そこ

で、日本短角種肥育素牛（放牧開始時 200～230kg）を、市場導入後の 10 月下旬から根雪に

なる１月中旬までの期間、岩手県沿岸部の採草地で林地を加えて放牧した。そして、牛の

えさとして、２番草収穫後の再生草に加え、濃厚飼料を毎日給与し、放牧草が食べ尽くさ

れた後にロールベールサイレージを給与することにより、採草地を利用した高密度の冬季

放牧の技術開発を行う。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．採草地で、２番草収穫後の再生草が食べ尽くされた後に、サイレージを給与すること

により、11～１月の比較的長期間に、草地１ha 当たり 15～23 頭という高密度の冬季放

牧ができる（図１）。積雪中には牧柵と道路が利用できれば、放牧期間の延長はできる。 

２．牛の林地での滞在は、放牧直後の探索期間（図３左の 2003/10/31、2004/11/3）、積雪発

生時（2003/12/20）、林地でのサイレージ給与時（2004/12/11，2005/1/4）に限られ、しか

も林奥に侵入することはほとんどない。したがって、アカマツ林地は積雪時の避難場所

として有用だが、大面積の林地を用意する必要はない。  

３．牛は、水飲み場や濃厚飼料給餌場所でなくても、サイレージを多く給与する場所に多

く滞在する。つまり、サイレージの給与場所によって、牛の滞在場所をある程度管理で

きる（図３右）。  

４．オーチャードグラスとイタリアンライグラスが優占する採草地で、２番草収穫後の再

生草を放牧利用した場合と３番草を収穫した場合とを比較すると、放牧した採草地の翌

年の収量は、オーチャードグラスが高く、イタリアンライグラスが低く、合計が低い傾

向である（表１）。また、水飲み場や飼料給与場所は牛の集中により裸地や雑草になる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本技術は、他の牛品種や繁殖牛でも可能である。放牧草が無くなった後は、採草地を

痛めないために、草地外の林地や追い込み柵周辺に牛を集めた方が良い。  

２．日増体量は放牧草のある期間には割当草量との関係が強く、冬季放牧期間全体には、

濃厚飼料との関係が強い。オーチャードグラスサイレージ（可消化養分総量 49%、粗タ

ンパク質７～11%）飽食の場合、濃厚飼料（可消化養分総量 74%、粗タンパク質 12%以

上）を体重当たり 0.8-1.0%給与すると、去勢雄牛の日増体量は 0.38-0.44kg/頭/日であっ

た。 



 

 

［具体的データ］ 
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表１　２番草収穫後の再生草を放牧利用した場合と３番草を収穫した場合の翌年の採草収量（gDM/m2）．
1番草 2番草 3番草 年間（1-3番草合計）

放牧 採草 Pa) 放牧 採草 P 放牧 採草 P 放牧 採草 P

オーチャードグラス 391 344 ns 88 117 ns 125 110 ns 604 571 +

イタリアンライグラス 116 200 + 68 158 ns 52 147 * 236 504 ns

総合計 589 686 ns 274 464 * 286 381 ns 1148 1540 +
a)従属t検定(n=2、年次反復､2004年と2005年)の結果, p>=0.1(ns), <0.1 (+), <0.05(*), <0.01(**).
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　草地の草だけで飼養するため放牧期間は2-4週
間と短い。

図１　採草地を冬季放牧地として利用する場合の本技術と既存技術の特徴．
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図２　調査地の略図．
牛は牧柵内を
自由に動けた．
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左図　Ａ草地(■)、Ｂ草地(■)、林縁(■)、林奥（■）、林地（林縁＋林奥、■）.
右図　Ａ草地(●)、Ｂ草地(●)、林縁(●)．
サイレージは2003/11/10-2004/1/21と2004/12/3-2005/1/23に給与された．

図３　１日の場所毎の滞在時間割合（左）と
　　　サイレージ給与時の滞在時間割合とサイレージ給与量の配分割合との関係（右）.
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